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【令和４年第３回(９月)定例会】

9月
定例会

本
会
議
（
９
月
５
日
）

本
会
議(

９
月
20
日)

議　　案　　名 結　果

原案認定

原案否決

令和３年度王寺町一般会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度王寺町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度王寺町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度王寺町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和３年度王寺町水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

安倍元総理大臣の「国葬」の見直しを求める意見書について

賛成＝〇　反対＝●　（議長は採決に加わらない）起立採決の議案
【第３回定例会】議決結果（９月５日・20日）

　
令
和
３
年
度
の
会
計
決

算
の
審
査
を
行
う
た
め
に

設
置
し
、
議
長
及
び
議
会

選
出
監
査
委
員
を
除
く
全

議
員(

10
名)

を
委
員
に
選

任
す
る
も
の

【
決
算
特
別
委
員
会
】

●｢

一
般
会
計｣･｢

国
民
健

康
保
険
特
別
会
計｣･｢
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計｣

・｢

下
水
道
事
業
特
別

会
計｣･｢

介
護
保
険
特
別

会
計｣･｢

水
道
事
業
会
計

｣

の
令
和
３
年
度
の
決
算

認
定
に
か
か
る
審
査

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

●
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

●
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

【
く
ら
し
環
境
常
任
委
員
会
】

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算(

第
１
号)

【
提
出
者
】

幡
野
　
美
智
子
　
議
員

【
意
見
書
案
内
容(

抜
粋)
】

政
府
が｢

国
葬｣

実
施
を
閣

議
決
定
し
た
理
由
は
、｢

歴
代

最
長
の
就
任
期
間
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
、
日
本

経
済
の
再
生
、
日
米
関
係
を

基
軸
と
し
た
外
交
の
展
開
に

貢
献｣

と
の
こ
と
で
す
。最
長

【
提
出
者
】

坂
下
　
早
苗
　
議
員

※

意
見
書(

15
ペ
ー
ジ
）

奈
良
県
地
域
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
協
議
会
が
実
施
す

る
共
同
調
達
に
よ
る
一
般

競
争
入
札
の
結
果
、
株
式

会
社
大
塚
商
会
Ｌ
Ａ
関
西

営
業
部
が
落
札
し
、
こ
の

う
ち
本
町
は
１
千
６
０
１

万
２
千
４
８
０
円(

消
費
税

込
み)

で
契
約
す
る
も
の

会　期　令和4年9月5日～20日(16日間)

決算特別委員会の設置 (1 件 )
・決算特別委員会の委員の選任 (1 件 )
・決算認定 (6 件 )・補正予算 (2 件 )
・条例改正 (1 件 )・契約議決 (1 件 )
・意見書 (2 件 ) 【計 14 件】 

特
別
委
員
会
の
設
置

委
員
会
付
託
案
件

契 

約 

議 

決

意

　見

　書

意

　見

　書

令
和
３
年
度
王
寺
町
決

算
特
別
委
員
会
の
設
置

･

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　【
原
案
可
決
】

安
倍
元
総
理
大
臣
の｢

国

葬｣
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

　【
原
案
否
決
】

子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
に
係
る
現
物
給
付
方

式
に
よ
る
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て

　
　
　【
原
案
可
決
】

業
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
購

入
契
約
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

期
間
は
さ
て
お
き
、
そ
れ
以

外
の
こ
と
は
国
民
の
評
価
は

分
か
れ
て
お
り
、
民
意
に
基

づ
く
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

憲
法
の
基
本
理
念
か
ら
疑

問
視
さ
れ
る
法
制
定
・
法
改

正
・
閣
議
決
定
が
強
行
さ
れ

て
き
た
事
へ
の
国
民
批
判
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の

よ
う
な
状
況
下
、
世
論
調
査

で
も「
国
葬
」に
つ
い
て
は
国

民
の
意
見
が
大
き
く
分
か
れ

て
い
ま
す
。よ
っ
て「
国
葬
」の

実
施
を
見
直
す
こ
と
を
強
く

求
め
ま
す
。

（
意
見
書
提
出
先
）

　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

幡
野

　美
智
子

楠

本

　
勝

鎌
倉

　
文
枝

松
岡

　ま
さ
ゆ
き

沖

　
優

子

大
久
保

　一
敏

小
山

　
郁
子

北
村

　
達
夫

坂
下

　
早
苗

若
林

　か
ず
み

玉
守
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(議第３８号)

(議第３９号)

(議第４０号)

(議第４２号)

(議第４３号)

(発議第１０号)
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全会一致の議案

王
寺
南
義
務
教
育
学
校

太
子
学
舎
・
畠
田
学
舎
の

老
朽
化
し
た
ト
イ
レ
及
び

中
庭
改
修
を
当
初
計
画
よ

り
１
年
前
倒
し
し
て
実
施

す
る
も
の
で
、
地
方
自
治

法
施
行
令
第
１
６
７
条
の

２
第
１
項
第
６
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
村
本
建
設
株

式
会
社
奈
良
本
店
と
１
億

９
千
９
１
０
万
円
（
消
費

税
込
み
）
で
契
約
す
る
も

の

【令和4年第2回臨時会】

契約議決(1件)

会　期　令和4年8月10日(1日間)

討　論

契 

約 

議 

決

王
寺
南
義
務
教
育
学
校

大
規
模
改
造
工
事
（
第

２
期)(

設
計･

施
工
一
括)

の
請
負
契
約
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

第2回臨時会第2回臨時会

議　　案　　名 結　果

原案認定

原案可決

原案可決

(発議第８号)

(発議第９号)

( 議第４１号）

( 議第４４号）

( 議第４５号）

( 議第４６号）

( 議第４７号）

(発議第１１号)

令和３年度王寺町決算特別委員会の設置について

令和３年度王寺町決算特別委員会の委員の選任について

令和３年度王寺町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度王寺町一般会計補正予算（第３号）について

令和４年度王寺町介護保険特別会計補正予算（第１号）について

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

業務用パソコンの購入契約について

子ども医療費助成制度に係る現物給付方式による拡充を求める意見書について

令和３年度王寺町国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

令和３年度王寺町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算の認定について

令和３年度王寺町介護保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

反対討論

賛成討論

幡野　美智子　議員

低所得者の暮らしと命に直結することから、高い国保税
の引き下げと､資格証明書発行の中止を求めて反対とする。

玉守　数叔　議員

第２期データヘルス計画に基づいた保健事業により、医
療費の適正化に向けた取り組みが実施された。

令和３年度王寺町一般会計
歳入歳出決算の認定について

令和３年度王寺町水道事業会計
歳入歳出決算の認定について

反対討論

賛成討論

小山　郁子　議員

コロナ禍で生活が苦しくなっている住民を応援するこ
とに配慮した就学援助の拡充、生活福祉資金貸付の要件
緩和、町独自のつなぎ資金の貸し付けの充実などを実施
すべきである。政府のコロナ政策で追い込まれた生活困
窮者に対する公的支援が必要であり、住民の暮らしに即
した王寺町独自の支援に基金を積極的に活用すべきであ
るため反対とする。

松岡　まさゆき　議員

新型コロナウイルス感染症に対応した事業や、王寺町
総合計画に掲げる６つの「まちづくり目標」の実現に向け、
また国の要請に柔軟に対応しながら、着実に実行された
成果である。この他「消防団屯所の整備」「義務教育学校の
開校に向けた取組」等、多くの事業を実施された。また町財
政を判断する指標は全て健全な数値が維持されている。

反対討論

賛成討論

小山　郁子　議員

県域水道一体化ありきでなく、公平で適正な水道料金が
維持できるよう、水道料金の引き下げを求める。

坂下　早苗　議員

漏水調査の結果による早期修繕、有収率の回復に努め
る等、財政的に安定した水道事業が維持されている。

反対討論

賛成討論

幡野　美智子　議員

幡野　美智子　議員

この医療制度は｢公的医療費削減･自己負担増｣の制度設
計で､社会福祉の充実を阻害するため反対とする。

玉守　数叔　議員

奈良県後期高齢者医療広域連合と連携して事業運営にあ
たられ、予算執行他、適正に遂行されている。

反対討論

賛成討論

保険者機能強化推進交付金制度は生活援助に制限をかけ
る制度で、高齢者の尊厳ある生活に矛盾している。

若林　かずみ　議員

特定財源により財政基盤の強化が図られた。また万全な
感染症対策のもと、様々な教室が開催された。
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一般会計決算額令和３年度

令
和
３
年
度
　
各
会
計
の
決
算
を
審
査

決

　算
　原案

認定

区   分 令和３年度 令和２年度 増減率（％）
歳 入 総 額 １７０億４千８７７万７千円 １３８億２千７０５万９千円 ２３．３
歳 出 総 額 １６５億１千８３７万９千円 １３４億５千２１６万４千円 ２２．８
歳 入 歳 出 差 引 額 ５億３千３９万８千円 ３億７千４８９万５千円 ４１．５
翌年度へ繰越すべき財源 １千９５２万８千円 ５千３４０万６千円 △６３．４
実 質 収 支 額 ５億１千８７万円 ３億２千１４８万９千円 ５８．９

区   分 令和３年度 令和２年度 増減率（％）
歳 入 総 額 ２３億９千５６５万８千円 ２２億２千７２３万１千円 ７．６
歳 出 総 額 ２３億８千４２２万３千円 ２２億２千５７６万４千円 ７．１
歳 入 歳 出 差 引 額 １千１４３万５千円 １４６万７千円 ６７９．５
翌年度へ繰越すべき財源 ０円 ０円 －
実 質 収 支 額 １千１４３万５千円 １４６万７千円 ６７９．５

区   分 令和３年度 令和２年度 増減率（％）
歳 入 総 額 ４億１千２１８万９千円 ４億２９５万７千円 ２．３
歳 出 総 額 ４億１千１０４万４千円 ４億２５０万２千円 ２．１
歳 入 歳 出 差 引 額 １１４万５千円 ４５万５千円 １５１．６
翌年度へ繰越すべき財源 ０円 ０円 －
実 質 収 支 額 １１４万５千円 ４５万５千円 １５１．６

区   分 令和３年度 令和２年度 増減率（％）
歳 入 総 額 ８億７千９４１万８千円 ８億４千３９９万３千円 ４．２
歳 出 総 額 ８億７千９３２万円 ８億２千２９３万５千円 ６．９
歳 入 歳 出 差 引 額 ９万８千円 ２千１０５万８千円 △９９．５
翌年度へ繰越すべき財源 ０円 ２千１０万円 －
実 質 収 支 額 ９万８千円 ９５万８千円 △８９．８

【　一　般　会　計　】

【国民健康保険特別会計】

【後期高齢者医療特別会計】

【下水道事業特別会計】

挙手多数　認定

挙手多数　認定

挙手多数　認定

全会一致　認定

歳入

歳出

９
月
8
日
・
9
日

165億1千837万9千円
170億4千877万7千円

委員会のうごき
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区   分 令和３年度 令和２年度 増減率（％）
歳 入 総 額 １９億２千８８万２千円 １９億５千８１９万５千円
歳 出 総 額 １８億８千３１５万円 １９億１千８９５万１千円
歳 入 歳 出 差 引 額 ３千７７３万２千円 ３千９２４万４千円
翌年度へ繰越すべき財源 ０円 ０円
実 質 収 支 額 ３千７７３万２千円 ３千９２４万４千円

△１．９
△１．９
△３．９

－
△３．９

２６．９
２７．６
１８．９

－
１８．９

区   分 令和３年度 令和２年度 増減率（％）
収 入 総 額 ６億５千１８７万４千円 ６億４千３７万９千円 １．８
支 出 総 額 ５億９千１４万７千円 ８億２７万７千円 △２６．３
収 支 差 引 額 ６千１７２万７千円 △１億５千９８９万８千円 －
実 質 収 支 額 ３千８９８万１千円 △１億６千３９２万６千円 －

区   分 令和３年度 令和２年度 増減率（％）
歳 入 総 額 ６６０万６千円 ５２０万６千円
歳 出 総 額 ６０９万１千円 ４７７万３千円
歳 入 歳 出 差 引 額 ５１万５千円 ４３万３千円
翌年度へ繰越すべき財源 ０円 ０円
実 質 収 支 額 ５１万５千円 ４３万３千円

区   分 令和３年度 令和２年度 増減率（％）
収 入 総 額 ８千６３９万１千円 ７千６００万２千円 １３．７
支 出 総 額 ３億６千１４１万６千円 ２億３千１９８万９千円 ５５．８
収 支 差 引 額 △２億７千５０２万５千円 △１億５千５９８万７千円 △７６．３

【介護保険特別会計】

【水道事業会計】

（介護保険事業）

（収益的収支）

（介護サービス事業）

（資本的収支）

＜令和３年度　決算特別委員会委員＞
・委 員 長：鎌倉　文枝
・副委員長：小山　郁子
・委　　員：議長及び議会選出監査委員を除く全議員

挙手多数　認定

挙手多数　認定

報告事項
「王寺町土地開発公社」、「王寺地域振興株式会社」、「王寺都市開発株式会社」の令和３年度決算報告

を受けています。
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【補正予算】

【条例改正】

令和４年度王寺町一般会計補正予算（第３号）について 【全会一致　可決】

明神山の間伐材を利用した木工作業、動物とのふれあい等を通じて、
障害者の活動・社会交流の場を提供する。

地域活動支援センターの活動内容は？

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
【全会一致　可決】

　歳入歳出予算の総額にそれぞれ、3 億 5 千８７４万４千円を追加し、総額を１２０億５千２９０万円
とするもの（歳入・歳出の増減については、主なものを掲載）

【歳入】
・繰越金〔前年度繰越金〕（＋５億１千８６万円）
・地方交付税（＋５千８４３万７千円）
・国庫支出金〔新型コロナウイルスワクチン接種事業費負担金〕（＋３５０万３千円）
・町債〔葛下川浸水対策事業債〕（＋２千３００万円）
・町債〔臨時財政対策債〕（△２千２４１万１千円）
・繰入金〔ふるさと創生基金〕（△５６７万円）※盆踊り大会中止
・繰入金〔財政調整基金〕（△２億８４９万円）　　　

【歳出】
・財政調整基金積立金（＋２億５千６００万円）
・新型コロナウイルスワクチン接種事業（＋８千３２１万４千円）
・葛下川（王寺１丁目、本町１丁目地内）浸水防止工事 （＋２千３００万円）
・子育て世帯への臨時特別給付金返還金 (＋１千１１５万３千円）
・低所得の子育て世帯に対する生活支援特別給付金返還金 (＋１千８９万７千円）
・障害者自立支援給付費及び医療費返還金（＋８９８万２千円）
・保育所運営費等返還金（＋６７４万９千円）
・障害児通所支援給付費返還金（＋２７３万３千円）
・町有地雑木伐採（太子１丁目、本町５丁目、舟戸３丁目他）（＋６００万円）
・王寺駅周辺地区まちづくり基本計画策定（＋５５２万８千円）
・地域活動支援センター設立（＋３７５万円）
・盆踊り大会中止（△５６７万円）
・公債費 （△２千２５２万８千円）　　　

【趣旨】
　少子高齢化や生産年齢人口の減少が急速に進む中、働きながら育児がしやすい環境整備をさ
らに進めるため、「地方公務員の育児休業等に関する法律」等の一部改正により、育児休業の取
得回数の制限が緩和されることに伴い､本条例の一部を改正するもの

【改正内容】
１．職員が回数制限を超えて取得する育児休業は「特別な事情」がある場合に取得可能
  　→育児休業取得可能の制限が 1 回から 2 回に緩和されることに伴い、「特別な事情」における

所要の文言の整理を行うもの
２．非常勤職員の産後パパ育休取得要件の緩和
  　→改正前は「子が１歳６か月になる日」まで在職しているのが条件であったが、改正後は「子の

出生日から５７日目から６月を経過する日」まで在職していることが条件となる。
３．非常勤職員の子の１歳以降の育児休業取得の柔軟化
  　→保育所に入所できない等の場合、最大子が２歳になるまで夫婦で交代して育児休業を取得

することが可能となる。

【施行日】令和４年１０月１日

委員会のうごき
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【報告事項】

王寺町総合計画及び王寺町総合戦略の進捗状況
【概要】
　王寺町総合計画（平成３１年１月策定）は、王寺町の目指す将来像及び施策の大綱等を示した基本構想と、構
想実現に向けた行政運営の指針となる前期基本計画で構成されている。また王寺町総合戦略は「まち・ひと・
しごと創生法」に基づき王寺町の人口の将来展望を示したもので、現行の第２期王寺町総合戦略は、前述の王寺
町総合計画前期基本計画と同内容としている。
【現況】
　令和６年度からスタートする王寺町総合計画後期基本計画と第３期王寺町総合戦略を一体的に策定してい
く。令和３年11月と令和４年８月に審議会を開催し、現計画の効果検証を行った。審議会では委員より、義務教
育学校開校による教育環境の充実に期待する意見や、コロナ禍における行事開催方法を工夫すべき等の意見
をいただいた。
【今後の予定】
　町民ワークショップの開催や住民アンケートの実施、パブリックコメントを経て、令和 5年12月策定予定

王寺町防災訓練（防災行動支援システムを活用した災害対策本部の運営）
【訓練日時】令和４年７月２５日　午後２時３０分～午後４時３０分
【訓練会場】やわらぎ会館３階　研修室
【参加人数】２９名
【目的】
大雨による河川氾濫の懸念が生じた際に水防活動や避難指示、避難所開設等の措置を迅速かつ的確に実施
できるよう、防災行動支援システムを活用した模擬訓練
【防災行動支援システム】
株式会社建設技術研究所と締結した｢防災力向上に向けた研究開発に係る連携協定」により開発したシステ
ムで、災害時における対応を迅速に行えるよう「情報収集機能」「意思決定支援機能」「情報発信機能」を装備
【訓練の想定】
　線状降水帯による大雨に伴い、大和川水位が最大６．５ｍまで上昇
タイムラインに従い、氾濫に備えた水防活動や避難所の開設等を実施
【今後の取組】
・訓練で各担当より洗い出された課題や問題点を共有し、課題解決に
　向けた議論を行う。
・防災行動支援システムの操作習熟と問題点や課題を見つけるための
　訓練を繰り返し行う。

公共施設に関する広域連携にかかる協定の締結
①公共施設の相互利用
　・大和高田市、香芝市、葛城市、上牧町、王寺町、広陵町、河合町（３市４町）で協定を締結
　・公共施設（文化施設及び体育施設）の相互利用の実証実験を行い、課題把握及び解決方法等を検証
　・期　　間：令和４年１０月１日～令和５年３月３１日
　・対象施設 (王寺町 )：地域交流センター［リーベルホール］､やわらぎ会館［イベントホール］、

いずみスクエア［いずみホール］、文化福祉センター［大ホール］
②包括管理委託
　・大和高田市、葛城市、上牧町、王寺町、広陵町(２市３町）と特定非営利活動法人日本ＰＦＩ・ＰＰＰ協会の間で、
公共施設の包括管理委託の効率的な調査及び研究を進める協定を締結

※包括管理委託とは…施設維持管理の質の向上、設備機器情報の横断的把握、発注業務の一元化に伴う事
務量の削減等を目的に、各種設備の点検、保守、警備などの業務を施設単位あるいは
業務単位ごとに区切られず包括的に発注・委託することにより、施設の予防保全や自
主点検に対する専門職員や知見不足などの課題解決を図る。

2022年（令和4年）11月　王寺町議会だより　第143号
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【補正予算】

【報告事項】

令和４年度王寺町介護保険特別会計補正予算(第１号)について 【全会一致　可決】

新型コロナウイルス対策

○介護保険事業
　歳入歳出予算の総額にそれぞれ、５千２４３万９千円を追加し、総額を２０億７千５４３万９千円
とするもの
【主な歳入】
　・繰越金（＋３千７７２万１千円）
　・県支出金〔介護給付費負担金〕（＋１千４万５千円）
　・支払基金交付金〔介護給付費交付金〕（＋３６０万４千円）
【主な歳出】
　・基金積立金（＋４千３５３万円）
　・諸支出金〔令和３年度実績額確定に伴う国庫補助金等返還金〕（＋８４８万７千円）
○介護サービス事業
　歳入歳出予算の総額にそれぞれ、５０万５千円を追加し、総額を７３６万５千円とするもの
　【歳入】・繰越金（＋５０万５千円）
　【歳出】・他会計操出金（＋５０万５千円）

・委員会開催日直近の「新型コロナウイルス感染者状況」「新型コロナワクチン接種状況」につ
いて説明を受ける。（状況は日々更新されるため、内容は割愛）

・オミクロン株対応ワクチンの接種について、接種対象者やワクチンの種類、接種の開始時期
等について概要説明を受ける。（最新情報は、王寺町公式サイトで確認できます）

令和４年度王寺町公共下水道事業及び上水道事業の進捗状況

王寺町は人口あたりの感染率が県内で一番高いため､危機意識を持っていただくよう
広報している。

自己申告としている。ワクチン接種の際、医師の問診により接種の最終判断がなされる。

10～30代の接種率が伸び悩んでいるが、接種勧奨を行うのか？

仮設の影響範囲外にある集合住宅が工事区間内から給水されていることが判明した
ため、仮設箇所の増により増額となった。

元町２丁目地内配水管改良工事〔仮設〕２工区の増額理由は？

基礎疾患の有無の証明は自己申告で良いのか？

葛下３丁目地内配水管移設工事
葛下２丁目地内配水管改良工事（その１）（その２）

王寺２丁目地内配水管改良工事
久度３丁目地内配水管改良工事

元町２丁目地内配水管改良工事〔本設〕２工区
元町２丁目地内配水管改良工事〔仮設〕〔本設〕１工区
前田橋架け替え工事に伴う配水管仮設工事
元町２丁目地内配水管改良工事〔仮設〕２工区 －

進捗率　８０％
進捗率　８０％
進捗率　２０％
進捗率　９０％

下期発注予定

完 了

状 況 工 事 名 進 捗 状 況

施 工 中

発注予定

委員会のうごき
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令和４年度町内要望土木工事
【進捗率】全体：６９％
　・内訳　道路新設改良工事：０％、舗装新設改良工事：５３％、道路維持修繕工事：６４％
　　　　　水路新設改良工事：１２％、水路維持修繕工事：８２％

新西和医療センター整備基本構想概要及び県への要望書提出

【概要】
　・県は現在三郷町にある西和医療センターを王寺駅南側に移転整備の取組を進める。令和１３年頃の開院を

目指している。
　　（新西和医療センター整備基本構想については、奈良県公式サイトをご覧ください。）
　・地域包括ケアシステムなどの地域の医療と介護の連携等について、県と西和７町とで協力を行う。

現在の王寺駅南駐車場と王寺駅南広場西自転車駐車場が病院移転先の候補地となっている。ただし、駐
車・駐輪機能については駅前に必要な機能であるため、移転改築による機能復旧が必要と考えている。

新しい病院の建設予定地はJR西日本の土地と町有地のどの辺りになるのか？

奈良市から提示された論点に対応するため検討部会が設置され、その中で協議・検討が行われている
が、結論には 至っていない。今後、協議会が開催された後、報告を行う。

令和４年度に予定されている県域水道一体化の基本計画策定や基本協定締結に向けた進捗は？

奈良県が想定している災害対策は、電気設備や機械設備、非常用電源などを屋上に配置することや、患
者治療、入院機能などの病院主要機能を２階以上に配置するなど検討中である。県は現在、病院の基本
計画策定について業務委託しており、令和４～５年の２か年で、病院の施設規模や病床数などの建替え
整備の全体方針や、施設や設備の整備計画について検討するため、災害対策を含めた詳細は今後決定
される。

現時点で考えている病院の災害対策はどういったものか？

【その他所管事項に関するQ&A】

県域水道一体化について

現在の西和医療センター 王寺駅南広場西自転車駐車場

2022年（令和4年）11月　王寺町議会だより　第143号
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（質問議員 9名）

令和４年第３回定例会
（令和４年９月６日）

一般質問要旨

１２月6日（火）　
  9時15分 議会運営委員会
  9時30分 議場コンサート
10時00分 本会議（議事上程等）

１２月7日（水）　
  9時30分 本会議（一般質問）

１２月9日（金）　
  9時30分 総務文教常任委員会

１２月12日（月）　
  9時30分 くらし環境常任委員会
13時00分 義務教育学校特別委員会

１２月15日（木）　
  9時30分 議会運営委員会

  10時00分 本会議

議会を傍聴してみませんか
（令和４年第４回定例会の予定）

場所：役場３階　協議会室
受付：協議会室前で受付し入場して下さい。

（開始５分前までに受付を済ませて下さい。）

各委員会

場所：役場３階　議場
受付：議場前で受付し入場してください。本会議

～～  一 般 質 問  ～～

※変更の場合は、王寺町公式サイトでお知らせいたします。

（新型コロナウイルス感染症対策）
①傍聴の際は、手指消毒､マスク着用､検温にご協力願います。
　（体調がすぐれない時は傍聴をお控え願います。）
②傍聴席の制限を行っています。
　（本会議１０名以内・各委員会５名以内）
③本会議については、インターネット中継を積極的に
　ご活用下さい。

議員が本会議で町の一般事務や将来に対する方
針などについて質問することです。

本紙では、質問及び答弁の要
旨を掲載いたします。なお、右
記のＱＲコードを読み取り、ア
クセスいただきますと、一般質
問の録画映像を視聴すること
ができます。

王
寺
駅
を
拠
点
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い

玉守数叔 議員 
（無所属）

県
下
最
大
の
乗
降

客
数
を
誇
る
王
寺

駅
と
複
数
の
交
通
事
業
者

の
存
在
は
王
寺
町
に
と
っ

て
大
変
な
強
み
で
あ
り
、

こ
れ
を
活
用
し
な
い
手
は

な
い
と
考
え
る
。今
年
は

日
本
の
鉄
道
開
業
１
５
０

周
年
で
も
あ
り
、全
国
各

鉄
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
２
２
を
鉄
道
の
日
で
あ

る
10
月
14
日
か
ら
３
日
間

開
催
す
る
。主
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
JR
・
近
鉄
・
奈
良

交
通
共
同
企
画
で
臨
時
列

車
の
運
行
と
ヘ
ッ
ド
マ
ー

ク
リ
レ
ー
を
企
画
し
て
い

る
。こ
れ
は
一
つ
の
ヘ
ッ
ド

マ
ー
ク
を
３
社
の
交
通
事

業
者
が
掲
げ
て
走
る
全
国

初
の
試
み
で
あ
る
。ま
た
、

福
原
稔
浩
氏
、原
田
年
晴

氏
、南
田
裕
介
氏
、森
川
あ

や
こ
氏
に
よ
る
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
や
西
大
和
学
園
鉄
道

研
究
部
と
鉄
道
模
型
愛
好

家
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
鉄
道

模
型
の
展
示
走
行
も
予
定

し
て
お
り
、多
く
の
鉄
道
フ

ァ
ン
が
訪
れ
る
こ
と
で
、交

通
事
業
者
、飲
食
店
、商
店

街
、宿
泊
事
業
者
等
の
活
性

化
を
期
待
し
て
い
る
。中
長

期
の
展
望
に
つ
い
て
は
、近

鉄
田
原
本
線
に
お
け
る
サ

イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
期
間

運
行
や
、「
サ
イ
ク
リ
ス
ト

に
や
さ
し
い
宿
」に
認
定
さ

れ
た
東
横
イ
ン
が
行
っ
て

い
る
自
転
車
搬
送
の
取
次

サ
ー
ビ
ス
な
ど
か
ら
、東
横

イ
ン
を
軸
に
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
企
画
の

事
業
誘
致
に
も
努
め
て
お

り
、王
寺
駅
が
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

機
能
す
る
こ
と
も
期
待
し

て
い
る
。さ
ら
に
、町
政
１
０

０
周
年
記
念
事
業
に
お
け

る
万
葉
ま
ほ
ろ
ば
線
巡
回

臨
時
列
車
の
運
行
実
現
や
、

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ 

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
広
域

観
光
推
進
協
議
会
に
お
け

る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取

組
み
等
、「
あ
ご
・
あ
し
・
ま
く

ら
」と
言
わ
れ
る
観
光
三
要

素
が
揃
っ
て
い
る
王
寺
町

が
周
辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
つ
な
が
り
、王
寺
駅
を
拠

点
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
で
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
が

多
数
開
催
さ
れ
る
。王
寺
町

で
は
ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
が
企
画
さ
れ
て
い
る
の

か
、加
え
て
中
長
期
の
鉄
道

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
の
展
望
を
伺
う
。

地
域
整
備
部
参
事

鉄
道
の
ま
ち
・
王
寺

鉄
道
の
ま
ち
王
寺
を
活
か
し
た

観
光
振
興
に
つ
い
て

傍聴について

一般質問
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命
を
大
切
に
し
た
地
域
活
動
で
あ
る
こ
と
を
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
広
く
住
民
に
周
知
す
る

若林かずみ 議員 
（無所属）

地
域
猫
活
動
へ
の

理
解
促
進
に
つ
い

て
、次
の
３
点
を
伺
う
。①

公
益
社
団
法
人
ど
う
ぶ
つ

基
金
へ
の
団
体
登
録
後
の

運
用
状
況
に
つ
い
て
②
ふ

る
さ
と
納
税
の
使
い
道
の

選
択
肢
と
し
て
の「
猫
等

動
物
愛
護
や
環
境
保
護
」

町
独
自
の
補
助
制
度
を
廃

止
し
て
、無
料
不
妊
手
術
チ

ケ
ッ
ト
の
配
布
を
開
始
し

て
い
る
。チ
ケ
ッ
ト
の
利
用

状
況
は
、４
月
か
ら
７
月
ま

で
の
間
に
２
つ
の
自
治
会

で
計
７
匹
に
対
す
る
不
妊

手
術
で
利
用
さ
れ
た
。今
後

は
こ
の
制
度
を
定
期
的
に

広
報
し
、利
用
促
進
を
図
っ

て
い
く
。②
県
内
で
ふ
る
さ

と
納
税
の
使
い
道
の
選
択

肢
と
し
て
、猫
等
動
物
愛
護

や
環
境
保
護
を
掲
げ
て
い

る
の
は
３
団
体
で
、い
ず
れ

も
猫
の
不
妊
手
術
に
対
し

て
独
自
の
補
助
制
度
を
設

け
て
い
る
。王
寺
町
で
は
今

年
度
よ
り
、ど
う
ぶ
つ
基
金

の
無
料
不
妊
手
術
チ
ケ
ッ

ト
の
配
布
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
と
こ
ろ
で
、動
物
愛
護

を
ふ
る
さ
と
納
税
の
充
当

対
象
と
し
て
も
、寄
附
金
を

充
当
す
べ
き
効
果
的
な
施

策
は
考
え
に
く
い
。ま
た
地

域
猫
に
関
し
て
、自
治
会
か

ら
新
た
な
補
助
制
度
を
求

め
る
要
望
も
な
い
た
め
、ふ

る
さ
と
納
税
の
使
い
道
と

し
て
、動
物
愛
護
等
を
選
択

肢
に
加
え
る
こ
と
は
、現
時

点
で
考
え
て
い
な
い
。し
か

し
、ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い

道
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ

と
に
つ
い
て
は
、事
業
内
容

や
規
模
を
考
慮
し
、今
後
検

討
を
行
う
。③
う
だ
ア
ニ
マ

ル
パ
ー
ク
の
い
の
ち
の
教

育
中
高
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

現
在
、内
容
の
充
実
に
向
け

て
検
討
中
で
あ
る
こ
と
か

ら
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
が

図
ら
れ
た
段
階
で
、導
入
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

地
域
猫
の
理
解
促
進
に
つ

い
て
は
、地
域
猫
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活

動
が
殺
処
分
の
減
少
に
寄

与
し
、命
を
大
切
に
し
た
地

域
活
動
で
あ
る
こ
と
を
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
り
、広
く
住
民
に
周
知
し

て
い
く
。

に
つ
い
て
③
う
だ
ア
ニ
マ

ル
パ
ー
ク
の
い
の
ち
の
教

育
中
高
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

導
入
に
つ
い
て

住
民
福
祉
部
長
・

教
育
委
員
会
理
事

①
本
年
３
月
30
日
に
ど
う

ぶ
つ
基
金
へ
の
団
体
登
録

を
行
い
、令
和
４
年
度
か
ら

地
域
猫
活
動
へ
の
理
解
促
進
を
！

「
２
０
５
０
年
Ｃ
Ｏ

２
排
出
ゼ
ロ
」を
見

据
え
、王
寺
町
に
お
い
て
は

「
王
寺
町
地
球
温
暖
化
対
策

地
方
公
共
団
体
実
行
計
画

策
定
委
員
会
」が
設
置
さ

れ
、計
画
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
る
。各
自
治
体
は
公
共
施

設
、公
共
事
業
、自
治
体
業

王
寺
町
の
事
務
事
業
に
伴

う
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
抑
制
策
を
推
進
す
る
計

画
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
伺
う
。住

民
福
祉
部
長
　

地
球
温
暖
化
対
策

の
推
進
に
関
す
る
法
律
で

は
、市
町
村
に「
事
務
事
業

編
」の
策
定
義
務
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、令
和

４
年
度
末
の
策
定
を
目
指
し

て
い
る
。国
で
は
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
目
標
と
し
て

「
２
０
３
０
年
度
に
温
室
効

果
ガ
ス
を
２
０
１
３
年
度
比

で
46
％
削
減
す
る
こ
と
を
目

指
し
、さ
ら
に
50
％
の
高
み

に
向
け
て
挑
戦
を
続
け
る
」

と
し
て
お
り
、王
寺
町
に
お

い
て
も
国
の
目
標
を
踏
ま
え

る
べ
き
こ
と
か
ら
、現
在
の

作
業
と
し
て
、２
０
１
３
年

度
か
ら
各
年
度
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
算
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。今
後
、具
体
的
な

取
組
に
つ
い
て
も
検
討
を

進
め
、全
国
自
治
体
の
策
定

事
例
や
民
間
企
業
の
取
組

な
ど
の
情
報
収
集
に
努
め

る
。次
に「
区
域
施
策
編
」の

策
定
に
つ
い
て
は
、業
務
に

見
込
ん
で
い
た
国
庫
補
助

金
が
不
採
択
と
な
り
、ま
た

指
定
都
市
以
外
の
市
町
村

は
努
力
義
務
で
あ
る
た
め
、

策
定
は
見
送
る
。し
か
し
な

が
ら
地
球
温
暖
化
対
策
推

進
の
重
要
性
に
変
わ
り
な

く
、町
に
お
け
る
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
抑
制
に
向
け
た

具
体
的
な
取
組
を
ま
と
め

た「
地
球
温
暖
化
対
策
ビ

ジ
ョ
ン
」を
作
成
す
る
。作

成
に
あ
た
っ
て
は
策
定
委

員
会
を
開
催
し
、大
学
教
授

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、町
議
会

議
員
、自
治
会
長
な
ど
の
意

見
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
。

策
定
委
員
会
は
、10
月
６
日

開
催
に
向
け
調
整
を
行
っ

て
い
る
。

務
で
ど
れ
だ
け
Ｃ
Ｏ
２
を

削
減
で
き
る
か
な
ど
自
治

体
自
ら
の
脱
炭
素
化
に
向

け
た「
目
標
と
計
画
」（
事
務

事
業
編
）と
区
域
内
の
脱
炭

素
化
の「
目
標
と
計
画
」（
区

域
施
策
編
）の
両
面
で
の
策

定
を
す
る
こ
と
に
な
る
。そ

こ
で
事
務
事
業
編
と
し
て
、

令
和
４
年
度
末
の
策
定
を
目
指
す

幡野美智子 議員 
（日本共産党）

気
候
危
機
と
町
の

「
対
策
実
行
計
画
」に
つ
い
て
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
設
立
に
向
け
機
運
を
高
め
て
い
く

松岡まさゆき 議員 
（無所属）

令
和
３
年
４
月
１

日
に
町
民
、議
会
、

行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

「
王
寺
町
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
」が
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
条
例
で
は
、地
域
課

題
の
解
決
の
た
め
に
住
民

同
士
の
連
携
等
を
推
進
し

に
向
け
て
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
組
織
で

あ
る
。王
寺
町
に
お
い
て

は
、「
自
然
災
害
等
に
備
え

る
地
域
の
防
災
」、「
高
齢
者

の
移
動
支
援
対
策
」、「
子
ど

も
の
見
守
り
」、「
地
域
の
美

化
」等
が
、ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
取
り
組
む
主
要
テ

ー
マ
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。他
の
自
治
体
事
例
で

は
、住
民
主
体
で
自
治
会
や

団
体
に
声
を
か
け
、毎
月
座

談
会
を
実
施
さ
れ
た
結
果
、

地
域
で
の
困
り
ご
と
が
共

有
さ
れ
、ま
ち
づ
く
り
協
議

会
設
立
の
機
運
が
醸
成
さ

れ
た
事
例
が
あ
る
。回
数
を

重
ね
る
う
ち
に
担
い
手
と

な
る
よ
う
な
、熱
心
な
人
が

現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

の
こ
と
で
、王
寺
町
に
お
い

て
も「
担
い
手
の
発
掘
、育

成
」が
大
き
な
課
題
で
あ

り
、ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

設
立
に
は
、強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
持
っ
た
推
進
力

の
あ
る
人
材
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。今
後

の
取
組
と
し
て
、10
月
１
日

と
２
日
に
か
け
て
町
民
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
３
つ
の

エ
リ
ア
で
開
催
す
る
。参
画

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
う
え
で
、住
民
や
地

域
等
の
役
割
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
す
る
機
会
を
設

け
、ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

必
要
性
等
に
つ
い
て
も
、広

く
住
民
皆
さ
ん
に
議
論
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。こ
の
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
足
掛
か
り
に
、引
き

続
き
２
〜
３
か
月
に
１
回

程
度
、エ
リ
ア
別
に
住
民
が

集
ま
っ
て
意
見
交
換
で
き

る
場
を
定
期
的
に
設
け
て

い
き
、地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
た
設
立
に
向
け
、さ
ら

に
機
運
を
高
め
て
い
き
た

い
。

て
い
く「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」を
設
立
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、そ
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
政
が
行
う
と
さ
れ

て
い
る
。そ
の
取
組
み
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長
　
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
は
、

様
々
な
地
域
課
題
の
解
決

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
に
向
け
て
の

取
組
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
版
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る

坂下早苗 議員 
（公明党）

王
寺
町
で
は
、ご
遺

族
が
関
係
す
る
手

続
き
や
必
要
な
添
付
書
類

が
わ
か
る
よ
う
に
死
亡
後

の
各
種
手
続
き
の
案
内
文

書
等
が
、死
亡
届
提
出
時
に

葬
儀
業
者
を
通
じ
て
配
布

さ
れ
て
い
る
。し
か
し
な
が

ら
ご
家
族
が
亡
く
な
ら
れ

住
民
福
祉
部
長
　

王
寺
町
で
は
、亡

く
な
ら
れ
た
方
の
住
民
記

録
か
ら
必
要
な
手
続
き
の

確
認
を
行
い
、窓
口
に
各
課

の
担
当
職
員
が
出
向
く
事

実
上
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対

応
を
行
う
こ
と
で
、必
要
な

手
続
き
が
漏
れ
る
こ
と
を

防
い
で
い
る
。こ
の
よ
う
な

き
め
細
や
か
な
対
応
で
遺

族
の
方
か
ら
苦
情
も
な
い

こ
と
か
ら
、「
お
く
や
み
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
作
成
し
て

こ
な
か
っ
た
。今
後
の
方
針

と
し
て
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
手
続

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
積

極
的
に
進
め
る
国
の
方
針

を
受
け
、町
に
お
い
て
も
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
可
能
な
手

続
き
を
増
や
す
こ
と
と
し

て
お
り
、そ
の
案
内
も
含
ん

だ
お
悔
や
み
手
続
き
一
覧

表
を
作
成
す
る
と
し
、デ
ジ

タ
ル
社
会
の
進
展
を
踏
ま

え
、冊
子
を
作
ら
ず
、デ
ジ

タ
ル
版
と
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
き

た
い
。お
悔
や
み
手
続
き
一

覧
表
デ
ジ
タ
ル
版
の
作
成

は
、令
和
５
年
３
月
末
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
を
目

指
す
。ご
遺
族
に
は
、葬
儀

業
者
を
通
じ
て
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
の
案
内
チ
ラ

シ
の
配
布
や
、窓
口
で
は
プ

リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
お
悔

や
み
手
続
き
一
覧
表
を
用

い
て
案
内
も
行
い
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
同
様
、事
実
上
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
を
継

続
す
る
。

【
要
望
】デ
ジ
タ
ル
化
に
慣

れ
な
い
方
も
お
ら
れ
る
の

で
、葬
儀
業
者
を
通
じ
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
案
内

チ
ラ
シ
を
ご
遺
族
へ
配
布

さ
れ
る
と
き
に
、希
望
者
に

は
そ
の
時
点
で
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
と
し
た
手
続
き
一

覧
表
を
配
布
さ
れ
る
事
を

要
望
す
る
。

た
こ
と
に
伴
う
各
種
手
続

き
は
多
岐
に
わ
た
る
事
が

多
く
、必
要
な
手
続
き
を
よ

り
詳
細
に
わ
か
り
や
す
く

ま
と
め
た
お
悔
や
み
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、ご
遺

族
の
負
担
軽
減
に
も
っ
と

寄
り
添
え
れ
ば
と
考
え
る

が
、町
の
所
見
を
伺
う
。

ご
遺
族
に
寄
り
添
い
支
援
す
る
た
め
に

「
お
悔
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」の
作
成
を

一般質問
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引
き
続
き
管
理
職
と
し
て
部
下
の
育
成
に

努
め
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

大久保一敏 議員 
（無所属）

本
町
に
於
い
て
20

数
年
前
よ
り
係
長

以
上
に
管
理
職
手
当
が
支

給
さ
れ
て
お
り
、そ
の
結

果
、時
間
外
手
当（
残
業
手

当
）は
支
給
さ
れ
て
い
な

い
。奈
良
県
庁
を
は
じ
め
県

内
の
市
町
村
で
課
長
・
課
長

補
佐
・
主
幹
以
上
が
管
理
職

総
務
部
長
　
管
理

職
手
当
の
支
給

は
、地
方
自
治
法
第
２
０
４

条
に
基
づ
き
、王
寺
町
の

「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
」を
定
め
、支

給
額
に
つ
い
て
は
、「
給
与

等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
」

に
よ
り
定
め
て
い
る
。王
寺

町
で
は
平
成
５
年
度
か
ら

係
長
以
上
に
管
理
職
手
当

を
支
給
し
て
お
り
、人
事
評

価
制
度
の
導
入
に
向
け
て

係
長
も
管
理
監
督
職
と
し

て
、部
下
を
評
価
・
指
導
す

る
立
場
と
な
る
こ
と
か
ら

支
給
を
開
始
し
た
。部
下
の

管
理
、指
導
、育
成
は
管
理

職
に
と
っ
て
、ひ
い
て
は
組

織
の
維
持
、活
性
化
に
と
っ

て
重
要
な
役
割
で
あ
る
と

と
も
に
、必
要
不
可
欠
な
も

の
で
あ
る
。特
に
、係
長
は

人
事
評
価
の
１
次
評
価
者

と
し
て
責
任
を
持
っ
て
係

員
の
評
価
及
び
指
導
を
行

う
と
共
に
、係
員
を
管
理
・

監
督
す
る
と
い
う
職
務
を

遂
行
す
る
こ
と
も
求
め
ら

れ
る
た
め
、そ
の
職
務
の
内

容
に
応
じ
て
管
理
職
手
当

の
支
給
範
囲
と
し
た
。法
に

基
づ
き
、王
寺
町
の
実
情
に

即
し
つ
つ
、適
切
な
組
織
運

営
の
あ
り
方
と
し
て
、条

例
・
規
則
に
よ
り
支
給
内
容

等
を
定
め
、職
務
に
応
じ
て

支
給
を
し
て
い
る
。人
事
評

価
制
度
は
人
材
育
成
の
根

幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、今

後
も
継
続
し
て
進
め
て
い

く
こ
と
か
ら
、第
一
評
価
者

で
あ
る
係
長
も
引
き
続
き

管
理
職
と
し
て
部
下
の
育

成
に
努
め
て
も
ら
う
た
め
、

現
在
の
と
こ
ろ
見
直
し
の

予
定
は
な
い
。

手
当
の
支
給
対
象
と
な
っ

て
お
り
、県
内
で
係
長
に
管

理
職
手
当
を
支
給
し
て
い

る
の
は
本
町
の
み
で
あ
る
。

そ
こ
で
、県
内
の
市
町
村
と

同
様
、支
給
対
象
を
課
長

級
・
主
幹
以
上
と
す
る
見
直

し
を
検
討
し
て
は
如
何
か
。

帯
状
疱
疹
は
、睡
眠

不
足
や
過
労
な
ど

が
引
き
金
に
な
り
、身
体
の

一
部
に
赤
い
疱
疹
が
現
れ
、

ピ
リ
ピ
リ
と
し
た
痛
み
が

出
る
病
気
で
大
人
の
9
割

以
上
が
罹
患
す
る
可
能
性

が
あ
る
。特
に
50
歳
代
か
ら

発
症
し
や
す
く
、厄
介
な
の

自
治
体
も
あ
る
た
め
、王
寺

町
の
今
後
の
補
助
制
度
の

見
解
を
伺
う
。

健
康
子
育
て
支
援

部
長
　
全
国
に

は
、帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費

用
助
成
を
独
自
に
実
施
さ

れ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状
況
を

勘
案
し
た
上
で
対
応
さ
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
本
町
の
予
防

接
種
費
用
助
成
は
、接
種
効

果
が
明
確
で
あ
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、こ
の
地

域
の
集
団
感
染
予
防
に
有

効
で
あ
る
と
と
も
に
、子
育

て
施
策
な
ど
町
の
重
要
施

策
と
の
関
連
性
等
を
考
慮

の
う
え
決
定
し
て
い
る
。こ

の
こ
と
か
ら
、50
歳
以
上
の

方
は
、ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
帯
状
疱

疹
を
予
防
す
る
こ
と
が
で

き
、た
と
え
発
症
し
た
と
し

て
も
症
状
が
軽
く
済
む
と

い
う
報
告
も
あ
る
が
、帯
状

疱
疹
は
、他
の
人
か
ら
帯
状

疱
疹
と
し
て
感
染
す
る
こ

と
は
な
い
こ
と
か
ら
、こ
れ

ま
で
の
本
町
の
任
意
接
種

の
費
用
助
成
の
考
え
方
で

あ
る
、感
染
力
が
あ
り
、こ

の
地
域
の
集
団
感
染
予
防

に
有
効
で
あ
る
と
の
見
極

め
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
の
が
実
情
で
あ
る
。ま

た
、国
に
お
い
て
、帯
状
疱

疹
の
発
症
頻
度
や
ワ
ク
チ

ン
効
果
の
持
続
性
等
か
ら
、

現
在
も
定
期
接
種
化
に
向

け 

て
の
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、引
き
続

き
、国
の
動
向
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、町
の
重
要
施
策

と
の
関
連
性
等
も
含
め
て
、

対
応
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
。

【
要
望
】国
の
動
向
を
待
つ

こ
と
な
く
、王
寺
町
独
自
で

の
接
種
助
成
を
要
望
す
る
。

は
、疱
疹
が
治
ま
っ
た
後
も

二
割
の
人
に
神
経
痛
が
残

り
、強
い
痛
み
が
長
く
続
く

こ
と
で
あ
る
。予
防
に
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
有
効
で
あ

る
が
、王
寺
町
で
は
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
費
用
が
全
額
自

己
負
担
と
な
っ
て
い
る
。補

助
制
度
を
適
応
し
て
い
る

管
理
職
手
当
の
支
給
を
課
長
以
上
に

見
直
し
検
討
に
つ
い
て

国
の
動
向
を
注
視
し
、
対
応
の
あ
り
方

を
検
討

小山郁子 議員 
（日本共産党）

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
補
助
に

つ
い
て
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広
域
利
用
に
加
え
て
、
民
間
と
の
提
携
の

可
能
性
な
ど
も
幅
広
く
検
討
し
て
い
く

鎌倉文枝 議員 
（無所属）

今
年
度
の
点
検
の

結
果
、ろ
過
装
置

な
ど
の
老
朽
化
が
激
し

く
、修
復
に
多
大
な
費
用

が
か
か
る
上
、修
復
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

周
辺
の
プ
ー
ル
の
チ
ケ
ッ

ト
を
助
成
す
る
こ
と
で
対

応
す
る
と
の
説
明
を
受
け

で
あ
っ
た
。無
料
で
あ
る
３

歳
以
下
や
未
就
学
児
を
合

わ
せ
れ
ば
、約
5
0
0
0
人

が
利
用
さ
れ
た
と
推
計
し

て
い
る
。②
一
般
的
に
屋
外

プ
ー
ル
は
、耐
用
年
数
が

３０
年
と
さ
れ
て
い
る
。泉
の

広
場
町
営
プ
ー
ル
は
築

４０
年
が
経
過
し
た
時
点
で
、

施
設
全
体
で
改
修
が
必
要

な
上
、抜
本
的
な
改
修
に
は

至
ら
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
た
め
、平
成
２９
年
度
に
廃

止
と
し
た
。舟
戸
町
営
プ
ー

ル
に
つ
い
て
も
、耐
用
年
数

を
上
回
る
３８
年
が
経
過
し

て
い
る
。県
内
で
は
現
在
、

３９
市
町
村
中
１０
市
町
の
み

が
屋
外
プ
ー
ル
を
運
営
し

て
い
る
が
、老
朽
化
等
に
よ

り
廃
止
と
な
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、単
独
で
の
再
整
備
は

財
政
負
担
が
大
き
い
な
ど

の
理
由
で
難
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。そ
の
よ
う
な

中
で
、公
共
施
設
の
相
互

利
用
、県
内
の
7
市
町（
大

和
高
田
市
、香
芝
市
、葛
城

市
、上
牧
町
、広
陵
町
、河

合
町
、王
寺
町
）22
施
設
で

実
証
実
験
が
１０
月
１
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。こ
れ
は

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

住
民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対

応
し
、か
つ
、安
定
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目

的
と
し
て
お
り
、プ
ー
ル
も

そ
の
枠
組
み
を
含
め
広
域

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
夏
季
限
定
の
屋
外
プ

ー
ル
で
は
な
く
、子
供
か

ら
高
齢
者
ま
で
１
年
を
通

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る

屋
内
プ
ー
ル
の
検
討
も
必

要
で
あ
り
、同
様
の
施
設
を

有
す
る
民
間
と
の
提
携
の

可
能
性
な
ど
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。こ
れ
ら
を
社
会

教
育
委
員
兼
公
民
館
運
営

審
議
会
に
も
ご
意
見
を
伺

っ
た
上
で
、１２
月
議
会
に
お

い
て
今
後
の
整
備
方
針
を

提
示
し
た
い
。

た
。そ
こ
で
次
の
2
点
を
伺

う
。①
周
辺
プ
ー
ル
の
利
用

状
況
②
今
後
の
町
営
プ
ー

ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て

教
育
総
務
部
長
　

①
県
営
フ
ァ
ミ
リ

ー
プ
ー
ル
は
2
9
5
6
枚
、

三
郷
町
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー

ク
は
1
4
0
5
枚
の
販
売

舟
戸
町
営
プ
ー
ル
の
存
続
に
つ
い
て

「
王
寺
町
の
文
化
財

を
生
か
し
た
観
光

拠
点
づ
く
り
協
議
会
」が
実

施
す
る
観
光
振
興
施
策
の

内
容
に
つ
い
て
次
の
４
点

を
伺
う
。①
明
神
山
歴
史
眺

望
Ｖ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
で
今

年
度
想
定
し
て
い
る
事
業

の
進
捗
状
況
と
、今
後
観
光

だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ

選
手
権
大
会
の
参
加
者
募

集
方
法
と
今
後
の
進
め
方

に
つ
い
て
④
こ
れ
ら
の
事

業
に
対
す
る
国
の
補
助
金
、

町
が
負
担
す
る
費
用
な
ど
、

事
業
費
の
流
れ
に
つ
い
て

地
域
整
備
部
参
事

①
Ｖ
Ｒ
コ
ン
テ
ン

ツ
に
よ
り
明
神
山
の
世
界

遺
産
ビ
ュ
ー
を
魅
力
化
す

る
も
の
と
し
、各
時
代
の
都

の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
に

よ
り
、な
ぜ
大
和
の
地
に
都

が
興
っ
た
か
を
学
ぶ
と
と

も
に
、明
神
山
の
歴
史
眺
望

の
価
値
を
体
感
で
き
る
も

の
を
作
成
予
定
し
て
い
る
。

今
後
は「
観
光
振
興
」「
教

育
」「
明
神
山
に
登
れ
な
い

方
へ
の
疑
似
体
験
」の
３
分

野
で
活
用
を
考
え
て
い
る
。

②
明
神
山
頂
か
ら
烽
火
を

上
げ
、住
民
に
烽
火
の
視
認

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
。視

認
し
た
写
真
等
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
投
稿
し
て
い
た

だ
き
、ど
の
場
所
か
ら
烽
火

が
見
え
た
の
か
を
Ｍ
Ａ
Ｐ

化
す
る
と
と
も
に
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
も
情
報
発
信
し
て
い

た
だ
く
予
定
で
あ
る
。③
第

２
回
大
会
は
全
国
か
ら
48

チ
ー
ム
を
募
集
し
、ミ
ル
キ

ー
ウ
ェ
イ
と
同
日
の
11
月

５
日
に
予
選
、翌
６
日
に
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
達
磨

寺
境
内
で
開
催
予
定
。今
回

は
鬼
と
副
審
も
募
集
す
る

な
ど
、今
後
持
続
で
き
る
組

織
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。④
そ
の
年
度
の
必
要

な
事
業
費
を
王
寺
町
が
一

旦
全
額
協
議
会
に
補
助
し
、

事
業
完
了
後
国
か
ら
の
補

助
金
を
受
け
た
後
、補
助
金

と
事
業
執
行
残
高
を
町
に

返
金
し
、年
度
ご
と
に
精
算

す
る
。

を
進
め
る
う
え
で
、Ｖ
Ｒ
の

運
用
に
つ
い
て
②
み
ん
な

で
つ
く
る
明
神
山
烽
火
Ｍ

Ａ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
、住
民
参
加
型
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
進
め

方
や
今
後
ど
の
よ
う
な
形

で
、観
光
振
興
に
役
立
て
ら

れ
る
の
か
③
第
２
回
全
国

王
寺
町
の
文
化
財
を
生
か
し
た
観
光
拠
点

づ
く
り
協
議
会
が
補
助
金
を
活
用
し
、
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子ども医療費助成制度に係る現物給付方式による拡充を求める意見書

記

１．就学後の子ども医療費助成制度に係る国民健康保険の国庫負担金等の減額調整措置を廃止すること
２．地方自治体の取組を尊重し、子ども医療費助成を国の制度として早期に実施すること

以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。

（意見書提出先）衆議院議長･参議院議長･内閣総理大臣･総務大臣･厚生労働大臣･こども政策担当大臣

王寺町議会

■本会議において、下記の意見書の提出が可決されました。意 見 書

必要なときに安心して医療機関に受診できることは、子どもたちの心身の健やかな成長のために必要不可欠で
あり多くの国民の願いでもあります。我が国や我が地域の未来を担う子どもたちにとって、どこの地域にあっても、
また、いかなる家計の状況であっても、いつでも安心して社会保障制度の根幹の一つである医療を受診できること
は重要であり、子ども医療費助成制度や、乳幼児医療費助成制度の拡充は地方自治体がリードしてきたものです。
平成３０年度より、就学前の乳幼児医療については、国民健康保険の国庫負担金等の減額調整措置、いわゆる
ペナルティーが廃止されたことから、奈良県では令和元年８月診療分から未就学児を対象に現物給付方式が導入
され、王寺町でも窓口負担が大きく軽減されました。
しかしながら、一方で、就学後の子ども医療については現物給付方式により助成した場合、いまだペナルティー
が課せられている現状であります。
このペナルティーを課している国民健康保険の国庫負担金等の算定に関する政令は昭和３４年３月に交付され
たもので、我が国において１億人突破前の爆発的に人口が伸びている時代に施行されており、現在とこういった時
代と同一視できるものではありません。現下は人口減少・少子化時代であるとともに、ひとり親家庭や障がい児の
支援、貧困対策と物価高騰対策等による子育て支援は急務であります。今こそ国と地方が協力して、この問題に総
力を挙げて取り組まねばなりません。
よって、国においては、こども家庭庁設置に向けて取り組まれていることからも、この設置の趣旨を踏まえ、速や
かに以下の項目について実現するよう強く要望いたします。

令和４年９月２１日、東京都永田町の砂防会館にて、全国町村議長会研
修が開催され、玉守議員と坂下議員の２名が派遣されました。
議会広報紙である「議会だより」の現状を分析した上で問題点を洗い出
し、先進地事例を参考にしながら、「住民目線の議会だより」「手に取って
もらえる議会だより」「読んでもらえる議会だより」など、作成のコツとポイ
ントがレクチャーされました。

令和４年第３回（９月）定例会の開会に先立ち、議場コンサー
トを開催しました。
議場コンサートは町民の皆様に、音楽を通じて町議会に興味
を持っていただくともに、文化協会に所属されている団体に演
奏の機会を提供するため、昨年度より開催しています。
５回目となる今回は、王寺町ハンドベルチーム「ピアチェー
レ」の皆様による演奏をお届けしました。

議場コンサート 第５回  ２０２２．９．５

全国町村議長会研修(議会広報研修)

2022年（令和4年）11月　王寺町議会だより　第143号
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全議員研修

北葛城郡・生駒郡議長会
合同議員研修会

◆実施日：10月13日（木）
◆視察先：海上自衛隊呉基地
◆概　要：海上自衛隊呉総監部の自衛官の案内で、各施設及び海上自

衛隊呉基地の見学を行いました。

令和４年１０月１２日、河合町まほろばホールにて、北葛城郡･生駒
郡議員研修会が開催されました。
コロナ禍により過去２年間にわたり開催が見送られておりました
が、今回は感染症対策を徹底した上での開催となりました。
講師に読売テレビ放送、報道局解説委員長の高岡達之氏が迎えら

れ、「ニュースの裏側からキーワードで読むこれからの政治・経済」を
テーマに、世界各国と日本でのコロナ対応の違い等について、ご講演
いただきました。

◆実施日：10月14日（金）
◆視察先：広島県江田島市役所及び市内オリーブ栽培地
◆概　要：オリーブプロジェクトの先進地視察
①現在、王寺町が取り組んでいる「オリーブプロジェクト」の先進
地として広島県江田島市視察し、約11年にわたるオリーブ事業
について説明を受けました。
●「市民」のかかわり
・市からの助成金によるオリーブ苗木購入制度
・育てたオリーブの実を出荷　など
●「企業」のかかわり
・オリーブ園の経営、苗木の生産、搾油
・オリーブオイルの商品化、レストラン経営　など
●「市」のかかわり
・市民へオリーブ苗木の販売
・施設、設備、肥料、農薬などの費用補助　など
②オリーブアナアキゾウムシにより、育成した成木が枯れ（約1万
6千本のオリーブのうち4割が被害）、当初の計画に比べ搾油量
が減少しているとのことで、対策として定期的な見回りと農薬散
布を行っていると説明を受けました。

海上自衛隊呉総監部

江田島市内オリーブ栽培地


